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が basemetmembrane(塞底膜)を介 して 外
膜細胞乃至は周囲組織と隔てられている｡電抑











6.二 次 抗 結 核 剤 の 使 い 方 の 得 失
SM,PAS,INH等一次抗結核剤を6ケ月以 上


























































ドと考えられ, このものを TAP (tuberculin
activepeptide)とした｡これは5mgをFreund
の incompleteadjuvantを加えてモルモット











山 村 雄 一 (大阪大学教授)
内反応をみたところ,精製内液抗原陽性者では
29.4%,精製外液抗原陽性者で56.5%で発見率
からみると外液,内液,以前から利用されてい
る VBS抗原の順となり精製抗原がスクリーニ
ングに用いられるものとしてすぐれていること
が示された｡
C)気管支晴息の免疫化学的診断
花粉症の皮内反応用抗原として市販に供され
ているものは非特異反応が強くあらわれること
が多い｡そこでブタクサ花粉の乾燥粉末を型の
如くN/10塩酸で抽出,ピクリン酸とアセ トン
による沈澱,透析などにより精製,従来の抽出
法に比 しはるかに強い活性を示すことを明らか
にした｡
d)ホヤ嘱息の皮内反応
広島県カキ養殖場におけるホヤ晴息について
カキがらに附着 しているホヤより TAP同様の
抽出法を利用し反応をみたところ,ホヤ嘱息患
者全例に皮内反応陽性をみた｡ホヤ嘱息患者診
断にあたって有意義と考えられる｡
e)肺アスペルギールスにおける皮内反応
アスペルギールスよりも同様に A.A.P.を精
製 し皮内反応にて入院患者を選び,叉別に菌体
より精製 した多糖類で沈降反応を調べた｡
共に陽性を呈 した 3例の患者は臨床的に明ら
かなアスペルギールス感染患者であることが発
見され,さらに AAPの精製度を高めると共に
安定化をはかっている｡
